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 今年で、16 回目の「やまと国

際アートフェスタ（以下アート

フェスタという）」を主催した

「やまと国際フレンドクラブ

（IFC）、長谷部美由紀会長」は、

この「アートフェスタ」のほか

に、①夏休み体験教室「まなべ～

る」、②あつまって、たべて、お

しゃべり「だべ～る」、③インタ

ーナショナルフェスタ国際交流

＋moreの 3本の事業をメインに

活動をしているが、団体の設立2

年目から開催しているこの「ア

ートフェスタ」にもっとも注力

しておこなっている事業であるとと

もに、評価を得ている看板事業であ

る。 

 17 年前、「IFC」の出発点は、大和市

国際化協会の「国際交流パーティ」や

「にほんごではなそう」などの主催事

業に実行委員としてかかわってきたメンバーたちが、年間

をとおして、身近にいる外国人市民を支援していきたいと

いう思いに駆られて誕生したものである。その後の経過を

記すと紙面が足りなくなってしまうので、ここでは、「アー

トフェスタ」について書いておくことにしたい。 

 まず、この事業が、NPO ではない市民団体が、大和市、

大和市教育委員会の後援を得て、市内小中学校の校長会の

理解を得て、担当教諭の皆さんとコンタクトを取って、夏

休み中の児童生徒に絵を描いてもらい集めて展示して、多

くの市民のみなさんに鑑賞してもらうという事業を一から

始めたことに意味がある。 

海の物とも山の物とも思えない団体の事業に市及び市教

委の後援を得ることは難しく、得られても各小中学校を個

別に説明に回ってこどもたちに描いてもらうことは簡単な

ことではない。この事業に地道に取り組んで、切り開いて

きた長谷部会長以下のメンバーに拍手を送りたい。 

大和市には外国人市民が多数在住していて、県内の自治 

 

 

 

 

 

 

 

 

体では、特に多文化共

生施策に取り組むこと

が喫緊の課題であるこ

とから、学校現場にお

いても地域社会からの

支援はできるだけほし

いと思われている状況

も大きかったと思われ

る。 

 今年は小中学校併せ

て、昨年の 340 点を上

回る366点の作品が展示されたように盛況だった。これは、

外国ルーツのこどもたちにスポットを当てて、絵を描いて

もらおうということが主眼であったが、そこに限定せず、

すべての児童生徒に門戸を開き、保護者を始めとした関係

者に理解され、応援されてきたところによることも大きい。 

 先月号の「あの手この手」の表紙を飾った、インターナ

ショナル賞（当日の来場者の投票で決まる）を受賞したス

リランカ出身のアーリヤさん（上和田小学校 1 年生）がご

家族 5 人で、終了間際に会場に飛び込んできた。おとうさ

まによると、日本に来て 4 か月。アーリヤさんは絵を描く

のがとっても大好き。

受賞した作品は 1 時

間で仕上げたそう。家

族の中で、一番日本語

が得意なお姉ちゃん

が説明してくれた。と

にかく家族全員が彼

女の受賞を喜んで、飛

び切りの笑顔。この事

業をやっていてよか

ったと思うだろう瞬

間に立ち会った。 

 今回の「アートフェスタ」は 13 の団体から協賛を得て、

副賞の提供も得ている。このような民間の力を獲得する力

も持ち合わせ、神奈川県共同募金会大和市支会からの補助

金も獲得。もちろん、国際化協会、スポーツ・よか・みど

り財団といった公的セクターからも支援を受けている。加

えて、市民のみなさんから多くの支持も得ている。こうい

う複層的な環境が整っていないとできない取り組みだ。こ

れまでの継続的な歩みに拍手を送る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

秋晴れの９月２８日

（木）「がくいきの会」（芝

原重喜代表）の活動を覗

かせてもらいました。 

 地域の皆さん達での活

躍ですがそれはもう地域

自治会や学区を越えた 

楽しいイベント盛りだく

さんに行っている団体です。主な活動は 今回訪問の「ふれ

あいサロン」（南鶴間茶 OH）、「オレンジカフェ」（認知症カ

フェ）、「文化作品展」（趣味の作品展）、健康ウォーク（遊

歩の会）などで、楽しい拠り所となっています。 

南鶴間自治会館近くの「グリーンスタジオ」と案内され、

電柱に貼ってあるチラシでその場所を訪ねました。あれ？

表札「近藤」様の個人宅では…。玄関を開けてビックリ！

ホールのようなスペースの壁にはダンスや日舞の拡大 

写真がズラッと掲げてあり 

ます。広いスペースに数十 

人の方々が室内体操をして 

いる最中でした。改めて皆 

さんを見ましたら、お手伝 

いをされている 10 名程の 

人が中に入って一緒に身体 

を動かしているのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中には片手で車椅子を

支えながら、声を出してい

たスタッフもいました。 

当日の内容は「尺八・キー

ボード演奏会」でした。楽

しく和やかな雰囲気の中、

自然に輪となって一緒に

楽器を鳴らしながら、歌を

うたいながらのひと時で

した。“他の皆さんにも知っ 

てもらおう！”帰り際、芝原会長にお礼の挨拶と共に、11

月７日（火）の FM やまと（77.7MHZ）～やまとっこ☆みつ

けた～と 11 月 18 日（土）の共育セミナー（13:30～15:30）

の講師をお願いして大和市民活動センターに戻りました。

これら学区と自治会が複雑に組み込む地域での活動…羨ま

しい限りです。 
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市民活動の現場を訪ねて 
 長かった猛暑がようやく収まり、スポーツ、芸術、そしてみなさんも気持ちよく市民活動を展開できる秋がやってきま

した。公民館活動や生涯学習の現場では、みなさんが活動で得た成果や気づきを自分たちだけのものとせず、地域にお裾

分けしましょうと言われてきました。「大和市新しい公共を創造する市民活動推進条例」には、市民の知恵を社会に開く

と謳われています。そんなことを踏まえて、今号では、当センターのスタッフが、「やまと国際アートフェスタ」と「南

鶴間茶 OH」の現場を訪ねてその活動をレポートします。 

やまと国際アートフェスタの足跡
そくせき

 

がくいきの会「南鶴間茶 OH」を訪ねて

て「がくいきの会」 

文責：船越 英一 

報告：望月 則男 

１０月の展示コーナー 市民交流スペース内の「展示コーナー」では、個人・団体の活動の紹介や作品展を行うことが 

できます。  申込み方法については、大和市民活動センターまでお問い合わせください。 

共育ボードより ☆ 細うさぎのか

お かわいい ほかにもぶたのかおな

どもかわいい これからもがんばっ

てください！ ☆ Picture Book Great 

☆ たくさんの国いってきましたね

♪場所知りたい ☆ にじいろがたく

さんあってきれいだしどれもかわい

いなと思いました。☆ 手作り絵本

～絵がかわいい       

共育ボードより ☆ どれもみんな

かわいくてステキですね ☆ ミニカ

ードがいい  ☆ こどもたちに教え

るワークショップを開いてもらえる

といいな ☆ ハロウィーンの英語

えほんおもしろい～「しゃっくりが

いこつ」だいすき^^ ☆「Five 

Little Pumpkins」かわいい絵の歌

詞カード～うたってみたい♪       

時節柄、     ハロウィンの展示もしました。ハロウィンは、毎年 10 月 31 日に行われるイベントです。キリスト教で

は、ハロウィンの翌日（11 月 1 日）は「諸聖人の日（万聖節）」という祝日にあたります。諸聖人の日とは、キリスト

教におけるすべての聖人を記念する日です。 
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不二デザイン（草の根文化交流） 

 

 

市民文化交流事業推進委員会 

 

 

Story Time 

 

 


